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　Redevelopment projects are currently being conducted in many areas. However, it is abrupt or feels like a 
gap in the era. I feel that there is a redevelopment work that respects the history and culture that the area has 
and that makes the town of good quality, and I will do the plan.



















　 戸 塚 町 は 横 浜 市 戸 塚 区 の 中 部 に 位 置 し、 北 側 に
は JR 戸 塚 駅 が あ る。 面 積 は 3296k ㎡、 人 口 は 現 在
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　戸塚駅から半径 300m 以内に 2 つの小学校がある。
両校ともに生徒数が約 1000 人に及ぶマンモス校であ
る。しかし、かつては商店街という町の人と関わる場
所があったが、現在ではそれもない。また、戸塚小学
校では、教室数が不足し、校庭の半分をつぶして新た
な校舎が建設された。柏尾川が唯一の救いであるが、
子供たちの居場所がなくなっているのは間違いない。
　現在周辺には大型の集合住宅が多く建設されてい
る。駅前の再開発を皮切りに町は大きく変化し始めて
いる。
　やがて再開発によって残されたエリアにも再開発の
手が伸びるのは時間の問題である。
　（１）計画について
　「Salvage Therapy」とは医療用語で救済療法のこと
である。主にがん治療等に対しての初期治療が無反応
であった場合に行う治療のことを言う。
　商店街から再開発への移行を初期治療と捉え、私が
行う計画を救済療法として処置する。しかし、今回の
計画では駅ビル自体を再編するわけではなく、これか
ら起こるであろう再開発に対して行う所作により町を
治療するため、「Therapy」に対して接頭語の「re」を
つける。それにより「再び」や「反対に」という批評
性を持ったカウンタープロジェクトの立ち位置を定め
た。救済療法ではなく「Salvage Therapy」という英語
を用いた理由は、「Salvage」の持つ海南救助という意
味を含ませるためである。
　かつての戸塚は柏尾川による恩恵を受けていた反
面、暴れ川の猛威も受けていた。人々は、川と向き合
い共に歩んできた歴史がある。堤防の整備により浸水
被害は減ったが、現在は都市化という浸水に見舞われ
ている。
　町の改革の為に行われた再開発事業によって造られ
た大型商業施設の廃墟化は地方だけでなく、副都心で
ある戸塚でも起こっている。将来的な人口減少がさら
に拍車をかけると予想される今、新たな町の更新の仕
方を提案する。
　（２）計画敷地
　対象とする敷地は、残っている商店街から地区セン
ターまでの将来的に再開発が行われると予想されるエ
３．設計計画
リアとする。既存の総合病院と、現在建設中の高層マ
ンションはそのまま残す。
　（３）設計手法
　a）ヒューマンスケール
　駅前の再開発ビルは、都市の文脈に関係なく中高層
の巨大な建築を造り出した。かつての商店街での人と
人の距離感を建築内外で展開する。
　b）人の流れをつくる
　再開発ビル内の主要動線はそのヒエラルキーから単
調な流れを造ってしまっている。また、建物周辺が閉
ざされているため、過度の粗密が起こっている。ゆえ
に、流れをつくる計画をすることで町に流動性をもた
らす。
　c）都市の広場を設ける
　戸塚には 100 年以上の歴史ある「八坂神社例大祭」
が駅前西口エリアで行われていたが、再開発により露
店数の縮小や「お札まき」と呼ばれる横浜市の無形文
化財に指定されている伝統行事も、かつては商店街を
練り歩く様が夏の風物詩であったがそれも現在では境
内で細々と行われるようになってしまった。
　人々が憩いの場として使える公園広場をつくり、祭
事には都市広場として使える空間をつくる。
図５　対象エリア敷地図
　d）戸塚らしさ「雑多性」
　先にも述べたように戸塚は様々な町の顔を持ってき
た。その多様性を空間に置き換え、別の言語が作り出
す場所にする。その基盤として微地形と江戸時代から
続いていた道割がつくる路地性を取り込む。現代の新
たな戸塚らしさを造り出す。
　
　町が大きく変化し始めた今、都市化という波に追い
やられ戸塚の持っていた歴史性や文化が衰退を始めて
しまった。本計画によって豊かな町づくりのオルタナ
ティブを提示する。
　これまで築き上げてきた戸塚の魅力が新たな時代に
適合した進化を遂げることを願う。
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